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交
通
事
業
ド
於
り
る
競
争

島

昌

太

liil) 

交
通
事
業
に
於
け
る
競
等
ご
い
ふ
は
、
こ
の
事
業

ω経
替
者
が
、
相
互
に
、
乗
客
叉
は
貨
物
を
よ
b
多
〈
自
己

経
俸
の
交
通
機
関
に
よ
ら
し
め
ん
ご
す
る
所
の
等
奪
で
あ
る
。

こ
の
競
容
は
，
同
じ
純
嗣
制
的
安
通
機
関
‘
例
へ
ば
餓
遁
ご
繊
近
江
の
閥
，
若
し
く
は
納
舶
ご
船
舶
己
の
間
に
於

て
起
り
得
る
ば
か
&
り
で
は
な
く
、
時
刊
相
聞
を
異
仁
ゼ
る
交
通
機
関
の
閥
、
帥
も
鋪
道
、
航
船
‘
自
動
車
、
電
車
等
の

交
通
機
関
を
経
笹
せ
る
も
の
、
問
仁
も
存
在
!
得
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
競
守
は
、

い
づ
れ
的
場
合
仁

於
て
も
、
運
賃
の
引
下
げ
ご
、
設
備
内
改
善

J

こ
の
い
づ
れ
か
仁
よ
る
炉
、
若
し
〈
は
こ
の
脚
立
方
を
手
段
己

L
T
行

は
る
、
も
の
で
あ
る
。

設

苑

交
組
事
業
に
於
り
る
能
争

第
二
十

λ
巷

4二

九

第
五
蹴

1 ... 
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究
組
事
業
に
於
け
る
踊
事

第
二
十
入
倉

ヒ

の

第
主
規

，、
凶

甜
開
制
酬
を
同
調
に
す
る
交
通
機
闘
相
互
の
閥
に
競
争
の
存
在
し
得
る
は
、
そ
れ
ら
が
い
づ
れ
も
.
同
一
の
交
通
目
的

を
述
せ

L
U
る
場
合
に
限
る
。

一
つ
の
税
制
閉
の
交
通
機
酬
に
よ
っ
て
述
ず
る
所
の
目
的
が
、
仙
の
田
川
幅
削
の
交
γ

迎
機

闘
に
よ
9
て
達
し
得
な

ν
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

こ
の
二
者

ω
閉
じ
競
争
は
成
立
し
得
な
い
。

今
日
、
笹
川
の
交
油
機
闘
が
並
び
必
ず
る
は
、

そ
の
い
づ
れ
の
も
の
も
、
戎
交
通
目
的
を
這
す
る
に
つ
き
、
戎

範
園
内
に
於

τ・
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
所
の
何
等
か
の
特
長
が
ゐ
る
か
ら
で
ゐ
a
Q
O

却
も
‘
乗
客
な

h
・
貨
物

な
り
、
各
ー
そ
の
交
通
客
世

ω個
性
正
、

一
七
の
交
通
目
的
の
如
何
に
よ
h
て
は
、
或
秘
の
交
通
機
関
は
、
他
騒
の

も
の
よ
h
も
、
唱
』
れ
を
運
迭
す
ゐ
に
つ
き
‘
技
術
上
ま
た
は
経
済
上
、
よ
り
過
賞
な
る
俊
件
を
共
へ

τ居
る
が
た

め・

3
h
の
範
閣
内
に
於

τは
、
各
械
の
交
辿
機
闘
は
、
各
I
交
通
上
の
分
業
を
形
成
し

τ腐
る
ο

依
に
そ
の
範
凶

内
に
於
て
は
、
同
類
を
異
に
せ
る
交
通
機
関
相
互
の
間
一
し
は
、
厳
軍
は
成
立

L
得
な
い
。

併
し
乍
ら
・
ニ
の
交
地
機
闘
が
穏
猟
を
異
に
す
る
よ
h
生
す
る
所
の
分
来
的
賦
鶴
な
る
も
の
は
、

そ
の
聡
迭
す

る
所
の
交
通
客
健
の
全
部
に
一
且
っ
て
成
立
し
て
居
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
交
通
客
慌
の
或
部
分
は
.
運
賃
若

L
〈

は
設
仰
の
貼
に
於
て
、

一
方
の
交
通
機
関
の
方
が
、
他
方
の
も
の
に
比
較
し
て
、
相
謝
的
に
有
利
な
る
所
ゐ
る
が

た
め
に
、

そ
の
交
通
機
関

ω運
迭
に
依
頼
し
て
居
る
ご
い
ふ
や
う
な
も
の
も
ゐ
る
ο

放
へ
こ
の
部
分
の
交
通
客

髄
に
つ
い
て
は
、
運
貨
的
引
下
げ

ま
た
は
、
よ
り
良
好
な
る
設
備
の
提
供
に
よ
っ
て
、
問
却
を
異
に
す
る
交
通



機
関
相
互

ω聞
に
競
争
は
成
立
し
得
る
の
で
あ
る
。

例
へ
ば
、

同
じ
二
つ

ω地
貼
聞
に

餓
道
の
悦
正
船
舶
的
使
己
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、

ト
2h可
買
っ

'mゐ
こ

ノ

-
p
u
f
f
ν
q
A
t

し
て
急
速

ω脈
迭
を
要
す
る
も
の
は
、
運
賃
は
高
〈
古
も
、
週
前
、
餓
道
に
よ
hJ
て
話
法
せ
ら
れ
、
大
量
安
舗
の

物
品
に
し
て
必
中

L
も
念
惑
の
総
迭
を
要
し
な
い
も

ωは
、
大
館
、
運
賃
的
支
き
船
舶
に

J
h
て
注
法
せ
ら
る
、

こ
己
、
な
り
、
餓
道
ピ
般
舶
己
的
聞
に
、
総
詮
物
に
つ
い
て
略
ぽ
分
業
が
成
立
す
る
こ
己
、
な
る
の
で
あ
る
。
併

L
、
か
、
る
場
合
に
於

τも
、
川
幽
道
事
業
の
方
に
於
て
蓮
負
さ
へ
安
〈
す
れ
ば
・
船
舶
の
取
扱
へ
る
貨
物
の
一
部

を
森
ふ
ニ

Jyfr符
べ
〈
-
ま
た
加
州
刑
事
業
の
側
仁
於
て
も
一
府
そ
の
蓮
貨
を
安
く
す
る
か
w

若
し
〈
以
そ
の
認
カ

を
増
加

L
、
ま
た
は
他

ω方
法
に
よ
・
9
て
、
輸
送
時
聞
を
短
縮
す
る
ご
き
は
、
餓
道
貨
物

ω
一
部
を
奪
ふ
こ
正
は

困
難
で
は
な
い
。

か
く
の
如
〈
、
穂
師
酬
を
異
に
す
る
交
通
機
胸
相
瓦
の
聞
に
は
・
大
憧
、
分
業
的
欣
抽
胞
が
成
立
す
る
り
で
ゐ
る
り

れ
ど
も
，
而
b
、
同
一
の
交
通
目
的
を
有
す
る
交
通
客
種
に
つ
い
て
は
、
運
賃
の
引
下
げ
、
ま
た
は
設
備
の
改
良

仁
よ
h
て
、
そ
の
い
づ
れ
に
も
、
こ
れ
を
奪
ふ
こ

E
が
出
来
る
。
放
に
、
交
通
機
関
ご
し
て
の
相
類
的
相
違

t
v

ふ
こ
E
は
、
必
千
し
も
、
事
業
正
し
て
の
分
業
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
同
一
的
交
通
客
髄
を
目

的
ご
す
る
所

ω、
楠
師
聞
を
回
調
に
す
る
安
通
機
関
相
互
の
競
守
に
於
て
、

そ

ω
一
方
の
も
の
が
、
運
貨
を
低
下
す
る

己
ご
が
出
来
す
、
若
し
〈
は
.
建
カ
そ
の
他
設
備
り
改
良
を
も
な
す
』
』
芭
が
由
来
は
い
場
合
に
は
、
を
の
交
通
客

院

苑

空
調
事
誕
に
於
吋
る
競
智

第
二
十
人
谷

士:

第
五
暁

，、
五
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交
迦
事
業
に
於
け
る
競
争

第
二
十
え
谷

七

第
五
親

，、
大

髄
ey
、
競
守

ω
相
手
方
た
る
他
様
の
交
通
機
関
に
奪
は
れ
、
自
己
の
存
在
の
徐
地
を
失
ム
に
至
る
こ
ど
も
あ
る
。

ム
交
通
機
関
に
於
り
る
蓮
貨
の
低
下
は
、

一
時
的
に
は
、
損
失
を
忍
ん
む
も
行
ふ
・
』
ピ
を
得
る
も
の
で
あ
る
が
、

氷
久
的
的
低
下
は
生
産
費
の
低
減
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
な
る
所
で
ゐ
h
、
生
産
費
の
低
減
は
、
主
ピ

L
て
.
動

カ
1
A
ぴ
椛
治
的
改
良
、
郎
ち
機
械
的
改
良
に
よ
っ
て
可
飽
ご
な
る
も
の
壬
ゐ
る
。
そ

L
て
、
速
力
そ
の
他
設
備

ω

改
良
ご
い
ふ

-
-
t
は
、
機
械
的
改
良
に
挨
つ
の
外
な
き
は
言
ふ
ま
で
も
な
い

G

放
に
、
純
絹
酬
を
異
に
す
る
交
通
機

闘
相
互
の
問
に
、
競
争
闘
係
が
生
じ
た
る
場
合
に
は
、
機
械
的
改
良

ω徐
地
が
大
き
〈
、
且
っ
そ
の
改
良
企
自
社
易

に
採
用
し
得
る
も
の
が
、
結
局
に
於
て
優
勝

ω
地
位
に
立
つ
も
り
で
あ
る
。

我
闘
に
於

τ.
潟
が
入
力
車
に
魁
倒
せ
ら
れ
、
人
力
車
が
電
車
自
動
車
に
腿
倒
せ
ら
れ
た
の
は
、
言
ふ
ま
と
も

な
〈
・
機
械
的
改
良
を
よ
b
多
く
採
用
し
得
品
交
通
機
関
山
勝
利
で
ゐ
h
、
ま
た
託
〈
は
・
地
方
餓
道
が
自
動
車

に
腿
治
せ
ら
る
、
の
献
を
墨
す
る
じ
至
っ
た
の
も
、
資
本
の
固
定
少
胃
自
動
車
事
業
の
方
が
、

よ
り
容
易
じ
機
械

的
改
良
を
採
用

L
得
る
か
ら
で
あ
る
。

概
数
を
同
じ
〈
す
る
交
通
事
業
相
互
の
競
争
ご
い
ふ
は
、
例
へ
ば
・
前
越
川
り
如
〈
.
餓
滋
事
業
相
互

ω競
守
・

自
動
車
事
業
相
互
の
競
領
の
如
き
を
い
ふ
。
こ
の
腕
類
を
同
じ
〈
す
る
交
通
事
業
相
互
の
競
争
は
、
そ
の
事
業
が

資
本
を
固
定
Y
る
の
必
要
少
な
〈
、
且
つ
こ
れ
を
回
収
す
る
こ
ご
の
容
易
な
る
も
り
さ
・
然
ら
占
さ
る
も

ωご
に
よ



っ
て
、
大
仁
越
き
を
異
に
す
る
所
が
ゐ
る
。

事
業
凶
た
め
に
、
資
本
を
同
定
す
る
を
必
要
ご
す
る
の
額
が
、
比
較
的
少
き
も
の
は
、
何
人
に
て
も
怨
易
に
そ

の
事
業
を
開
始
す
ゐ
こ
ご
が
出
来
品
か
ら
‘
既
存

ω企
業
に
釣
し
て
新
ら
た
な
ゐ
競
容
者

ω後
生
す
ゐ

F

』
ご
が
答

日
却
で
ゐ

ι。
従
っ
て
、

か
、
る
胸
係
に
ゐ
品
交
通
事
業
仁
於
て
は
、
交
通
需
要
量
的
増
加
に
従
ひ
部
数
の
同
業
者

が
併
存
す
る
日
』
己
、
な
り
・
彼
等
相
瓦
の
問
仁
競
守
が
行
は
る

3
』
ご
、
、
な
る
o

併
し
、

世

}ω
場九官

ω競
争
は
、

一
般
的
な
競
争
で
ぬ
っ
て
、
「
一
人
が
広
人
に
針

L
、
詩
人
が
一
人
に
謝
す
る

ω競
争
」
で
あ
る
。
従
っ
て
、

そ
の

競
争
は
、
腕
汎
な
る
錨
悶
に
一
日
一
っ
て
、

削
る
一
約
機
仁
行
は
れ
る
可
能
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
特
定
的
相
手
方
そ
も
つ

も
の
で
は
な
い
V

か
ら
、
戦
闘
的
倣
烈
を
見
る
仁
王
る
こ
ど
は
な
い
o

殊
に
、

こ

ω場
合
に
於

τ、
そ

ω事
業
に
於
け
る
資
本
が
回
定
せ
ら
れ
て
居
る
所
の
交
通
機
関
た
る
所

ω-Lの

が
、
同
時
に
一
般
的
商
品
た
る
性
質
を
有
し
、
何
時
に
て
も
察
易
に
之
を
寅
却
し

τ、
そ
の
資
本
ケ
岡
牧
し
得
る

も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
告
内
交
通
事
業
め
経
答
者
は
・
競
守
山
り
織
縦
が
白
己
に
不
利
盆
な
る
こ
ご
を
認
む
る
に
及

べ
ば
.

之
を
資
却
す
る
こ
正
に
よ
っ
て
、
競
守
関
係
よ
h
脱
退
す
る
の
自
由
を
も
っ
。

こ
の
貼
は

E
額
の
資
本
を

岡
定
す
る
の
必
要
が
ゐ
h
、
且
つ
、
そ
の
資
本

ω回
定
せ
ら
れ
た
る
一
交
通
機
関
に
商
品
牲
の
存
在
せ

g
る
場
令
ご

甚

r事
情
を
具
に
す
る
所
で
あ
る
。

交
通
機
関
た
る
も
の
で
あ
っ
て
岡
崎
に
そ
れ
が
商
品
た
る
性
質
を
も
う
も
り
ご
い
ふ
は
、
例
へ
ば
・
人
力
車
、

晶子

現E

交
組
事
業
に
於
け
る
競
宇

第
二
十
λ
魯

七

都
五
統

，、
七



詑

苑

車
通
事
業
に
於
げ
る
錨
事

第
二
十
λ
香

七
二
四

第
五
斑

ノ、
入

自
動
車
、
般
舶
の
如
き
も
の
で
ゐ
る
。

h
w
論
、
般
舶
芭
い
っ
て
も
定
期
船
は
特
定
航
路
の
就
役
に
過
賞
す
る
印
刷
の

特
殊
の
設
計
に
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
、

一
般
商
品
た
る
性
質
を
も
た
な
い
り
れ
ど
も
、

不
定
期
船

は
、
世
田
町
凶
至
る
所
的
地
鴻
に
出
入

L
得
る
や
う
に
設
計
せ
ら
れ

τ居
る
も
の
で
、
頗
る
商
品
た
る
の
性
質
仁
富

み
、
海
運
闘
に
於
て
は
、
船
舶
貿
貨
の
布
揚
が
ゐ
b
、
そ
の
相
場
さ
え
存
在
す
る
位
の
も
の
で
め
る
。

四

人
力
車
佳
世
帯
や
自
動
車
管
業
の
如
き
も
の
に
ゐ
b
て
は
、
そ
の
同
業
者
相
互
の
競
守
は
、
地
方
的

ωも
の
で
あ

る
。
か
、
る
交
通
機
闘
に
あ
り

τは、
そ
の
活
動
距
離
が
比
較
的
に
短
い
か
ら
、
競
争
開
係
に
立
つ
も
の
は
、

地
方
の
替
業
者
聞
に
止
ま
る
か
ら
で
あ
る
o
従
つ

τ
こ
の
稀
の
交
通
事
業
に
あ
っ

τは
、
競
守
の
結
川
端
、
そ
の
事

業
の
鍛
縦
を
不
利
盆
ぜ
認
め
、
常
業
者
の
》
ち
に
そ
の
使
用
の
交
泌
機
闘
を
翼
却
す
る
も
の
を
生
じ
た
る
ピ
量

は
、
そ
の
交
通
機
附
は
買
手
に
よ
っ
て
、

こ
の
比
較
的
烈
し
い
競
守
の
地
域
の
外
に
持
ち
出
さ
れ
、
他
の
、
比
政

的
競
守
の
激
烈
で
な
い
地
方
に
於

τ用
ゐ
ら
る
、
二
ご
、
な
る
o

そ
れ
故
に
、
競
宇
は
、
使
用
交
油
機
関
空
良
却

に
よ
h
て、

そ
れ
だ
け
供
給
の
減
退
ご
な
h
、
そ
の
烈
し
さ
が
緩
和
せ
ら
札
る
傾
向
が
ゐ
る
。

例
へ
ば
、
大
阪
に
於
り
る
園
タ
F
事
業
が
、
そ
の
競
争
烈
L
〈
な
る
の
傾
向
が
ゐ
っ
て
.
事
業

ω継
続
を
不
利

E
認
む
る
な
ら
ば
、
使
用
自
動
車
を
他
に
頁
却
し
て
、
こ
の
事
業
よ
h
、
従
っ
て
ま
た
そ
の
競
争
よ
り
、
脱
退
す

る
所
の
蛍
業
者
を
生
十
る
o

そ
L
て
、
そ
の
責
却
せ
ら
れ
た
る
自
動
車
は
、
買
手
仁
よ
b
τ
、
例
へ
ば
京
都
仁
蓮



ば
れ
、
こ
、
仁
新
ら
た
に
困
タ
ク
事
業
を
開
始
す
る
こ
己
、
な
る
。
従
っ
て
、
大
阪
に
於
り
る
競
守
は
、

そ
れ
に

け
緩
和
せ
ら
れ
、
若
し
〈
は
激
烈
己
な
る
の
程
度
を
少
〈
せ
ら
る
、
代
b
に
、
新

ιた
に
京
都
に
於
て
、
競
守
闘

係
が
生
宇
る
炉
、
若
L
f
は、

そ
の
従
来
の
比
較
的
烈
し
(
な
か
っ
た
競
争
が
、
そ
れ
だ
け
烈
し
さ
合
増
す
こ
ご

、
な
る
の
で
あ
る
。

F
ノ、

H
V
v
t
 

一
而
に
於
て
商
品
た
る
の
性
質
を
も
ち
、
容
易
に
資
却
し
得
る
所
の
交
通
機
関
で
ゐ
っ
て
も
・
他
方
に

於

τ、
こ
れ
を
用
ゐ
る
所
的
交
通
事
業
の
競
争
な
る
も
の
が
、
地
方
的
性
質
の
も
の
で
は
な
く
て
、

一
般
的
性
質

の
も
の
な
る
ご
き
は
u

事
情
は
ま
た
前
述
内

h
の
古
典
っ
て
来
品
。
例
へ
ば
、
不
定
期
般
的
・
却
さ
は
、
そ
の
・
活
動

距
離
が
全
世
界
に
及
び
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
経
営
す
る
所
的
事
業
の
競
守
も
世
界
的
で
あ
っ
て
、
前

越

ωも
ω
、
如
く
地
方
的
局
部
的

ωも
の
で
は
な

ν。

か
〈
の
如
〈
、
そ
の
競
守
が
世
界
的
性
質
の
も

ωな
る
場
合
に
は
、
そ
の
交
通
機
関
た
る
所
の
も
の
が
一
面
に

於
て
商
品
た
る
性
質
を
有

L
、
従
っ
て
一
つ
の
企
業
者
が
競
守
の
継
縦
に
耐
え
得
F
る
場
合
に
、
こ
れ
を
寅
却
し

得
た
ぜ
す
れ
ば
、
彼
自
ら
は
こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
競
争
開
係
よ
h
股
退
1
得
る
け
れ
Y
」
も
、
寅
却
せ
ら
れ
た
る

そ
の
交
通
機
関
、
例
へ
ば
前
越
の
不
定
期
舶
の
如
き
も
の
は
、
依
然
さ
し
て
、

ヨ
』
の
世
界
的
な
る
競
岬
す
の
担
仁
残

存
す
る
こ
己
、
な
り
、
真
却
は
、
前
越
の
地
方
的
性
質
の
競
宰
の
場
合
の
如
〈
仁
、
こ
れ
を
緩
和
す
る
の
結
果
を

野
ら
す
こ
己
、
は
な
ら
な
い
。

設

苑

交
調
事
業
に
於
け
る
競
争

第
二
十
入
巻

七

五

首
伊
豆
観

大
丸



詑

苑

交
組
事
業
に
於
げ
る
競
争

第
二
十
八
巻

ーヒ

プミ

第
五
雄

七
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例
へ
ば
、
不
定
期
船
主
が
、
競
守
の
総
績
を
不
利
な
h
Z
認
め
、
そ
の
所
有
般
を
責
却
し
て
、
彼
自
ら
は
競
宇

場
裡
よ
b
脱
退
し
て
も
、
そ
の
資
却
せ
ら
れ
北
品
船
舶
は
依
然
不
定
期
般
ピ
し
て
、
陛
回
貯
の
不
定
期
般
市
場
に
残

存
す
る
の
で
め
る
か
ら
、

」

ω貰
却
は
、
企
業
者

ω交
替
を
意
味
す
る
仁
止
ま
り
、
競
争
は
}
、
れ
が
た
め
何
等
緩

和
せ
ら
る
、
所
は
な
レ
。

五

世
界
的
競
争

ω下
に
あ
る
交
通
機
関
は
、
競
宇

ω
不
利
を
総
h
U
る
所
有
主
に
よ
h
て
責
却
せ
ら
れ

τも
、
右

ω

如
〈
、
競
守
的
緩
和
を
鷲
ら
苫
な
い

ω
で
ゐ
る
が
、
夏
に
そ
の
事
情
を
究
め

τみ
も
ご
、

た
い
に
競
争
を
緩
和
す

る
こ

Z
Z
な
ら
な
い
だ
り
で
は
な
〈
、
寧
ろ
ニ
れ
を
激
烈
な
ら

L
む
る
の
傾
向
が
あ
る
。

聞
も
・
』
の
場
合
に
於
で
は
、

そ
の
質
問
月
に
於
り
る
代
舗
は
‘

か
、
る
競
守
の
下
に
於

τも
術
は
修
業
上
引
合
ム

程
度
に
定
的
ら
る
、
の
で
あ
る
か
ら
、

1
1然
ら

g
れ
ば
、

よ
れ
を
買
受
付
る
も
の
が
な
い
|
|
資
手
に
正
つ

τ

は
.
競
守
の
下
に
こ
れ
を
使
用
す
る

-
-
Z
が
不
利
盆
で
あ
っ
た
船
舶
も
、
安
き
代
償
仁
よ
る
賀
民
を
縦
過
す
る
よ

ご
に
よ
h
、
買
手
仁
ご
っ
て
は
、
同
様
の
競
唱
す
の
下
に
於
て
も
相
官
の
利
盆
を
以
T
使
用
し
得
る
も
の
ご
な
る
。

こ
れ
が
・
卸
ち
、
前
越
凶
地
方
的
性
質
山
交
通
機
関
ご
其
る
事
情
を
鷲
ら
す
の
で
ゐ
る
。
帥
も
前
通

ω地
方
的
な

品
交
通
機
関

ω場
合
に
は
、
寅
買
は
、
嘗
該
競
守
場
裡
山
り
外
仁
、
こ
れ
を
持
出
す
こ
己
、
な
る
か
ら
、
競
争
を
緩

和
す
る
こ
正
、
な
る
の
で
ゐ
る
が
、
こ
の
世
界
的
競
争
の
下
に
立
つ
交
通
事
業
に
於
て
は
、
従
ひ
そ
の
交
通
機
関



の
責
買
が
め
っ
て
も
、

や
は
り
同
じ
競
争
場
禅
に
残
存
す
る
の
で
ゐ
る
か
ら
・
そ
れ
は
競
争
を
緩
和
す
る
こ

E
な

〈
、
却
つ

τ原
償
切
り
下
げ

ωた
め
、
四
月
子
の
手
に
入
っ
て
競
争
力
を
増
加
す
る
こ
ご
、
な
り
、
競
守
は
激
烈
を

加
ふ
ゐ
・
』
正
、
な
る
の
で
あ
る
。

地
方
的
統
領

ωも
り
こ
、
世
界
的
競
争

ωも
の
正
に
よ
っ
て
、
そ
の
交
泌
機
関

ω一声
H
貨
が
、
競
崎
市
そ
の
も
の
仁

R
A
ば
す
影
裂
に
か
〈
の
如
き
相
違

ωあ
る
誇
は
、
貧
民
後
に
於
り
る
そ
の
交
通
機
関
の
使
用
地
を
純
替
す
る
こ
正

が
可
能
な
る
か
、
然
ら
さ
る
か
じ
よ
る
の
で
あ
る
o

そ
し

τ、
こ
の
使
用
地
輔
蒋
の
可
能
な
る
か
不
能
な
る
か

は
、
ま
た
、

，
ぞ
の
寅
貨
に
於
げ
る
値
段
に
影
響
す
る
の
で
ゐ
っ
て
、
鴨
替
り
可
能
な
る
場
合
に
は
、

Lqt-
主

目

前
倒
判
記

6
4
u
h

〈
、
競
守
り
比
較
的
緩
漫
な
る
地
方
に
於
て
こ
れ
を
使
用
す
る
こ

z
h
z
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
値
段
は
甚

r
L
(

切
り
下
げ
ら
る
、
こ
ご
は
な
い
が
、
特
替

ω不
能
な
る
場
合
に
は
、
買
手
に
於
て
も
、
依
然
、
競
守
の
烈
し
い
元

の
妹
磁
パ
り
下
に
於
1
こ
れ
を
使
川
す
る
の
外
は
な
い
w

か
ら
、
値
段
は
、

そ
の
烈
し
V
競
岬
干
の
下
に
於
て
・
資
本
勘

定
正
し

τ、
仰
は
若
干

ω利
潤
を
生
十
る
税
皮
仁
ま
で
、
切
り
下
げ
ら
る
こ
正
、
な
る
の
外
は
な
い
。

卸
ち
、
不
定
期
舶
の
如
、
ョ
は
、
世
界
的
市
場
を
も
っ
商
品
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

的
性
質
の
も
の
で
ゐ
る
か
ら
、
経
倍
者
が
競
争
を
不
利
正
し
て
こ
れ
を
頁
却
す
る
場
合
に
は
、
特
に
般
家
の
景
気

こ
の
事
業

ω競
守
は
ま
た
世
界

依
伎
を
見
込
む
強
試
の
買
手
を
見
出
さ
uv

る
以
上
・
こ
れ
が
賀
子

ω承
諾
す
る
侃
段
は
・
宮
崎
の
競
守
紋
態
山
下

に
於

τも
伽
は
ニ
れ
・
一
ピ
蓮
胤
し
て
相
嘗
り
利
潤
を
恭
げ
得
る
科
皮
を
出
づ
る
こ
正
を
得
な
い
。
ゆ
ゑ
に
寅
買
が
成

説

苑

交
泊
事
業
に
於
帥
り
る
競
争

第
二
十

λ
巷

.t 

七
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容

七
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班

t 

立
す
る
ピ
す
れ
ば
、
通
協
は
、

こ
の
低
段
で
め
h
‘
そ
L
て
こ
の
品
川
段
に
於
工
は
、
船
舶
白
健
に
閲
す
る
資
本
経

費

u・
前
の
所
有
者
の
場
合
よ
り
色
、
を
的
い
ピ
り
少
〈
な
る
静
で
ゐ
h
・
従
つ

τu
海
運
帥
骨
務

ω生
串
間
曲
賞
が
、
ま

た
、
金
髄
ご
し
て
も
・
そ
れ
に
け
少
く
な
る
こ
己
、
な
る
。

一
昨
謡
努
務
山
生
産
費
が
・
少
〈
な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
安
き
運
賃
に

t
替
業
を
な
し
得
る
の
で
め
る
か
ら
‘
競
争

カ
を
加
へ
た
る
こ
己
、
な
る
。
故
に
、
不
定
期
帥
刑
事
業
の
如
き
に
あ
り
て
は
、
競
守

ω一A
・
利
仁
耐
え
符
す
L
T
、

出
問
心
付
船
玄
関
・
刈
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
ぬ
る
は
け
と
、
モ
山
競
争
が
緩
和
せ
ら
る
、
の
で
は
な
〈

L
τ
、
寧
ろ
そ
の
撤

烈
さ
を
加
ふ
る
の
結
旧
事
正
な
る
も
め
で
ゐ
る
。
こ
の
駒
は
・

地
方
的
性
質
を
も
っ
所
の
自
動
車
傍
業
内
競
守
ご
漣

き
を
具
仁
す
る
所
で
あ
る
。

六

E
領
的
資
本
を
同
定
す
る
の
必
要
ゐ
る
交
通
事
業
に
ゐ
つ

τは、
そ
の
要
す
る
所
の
資
本
を
集
秘
す
る
-
』
ご
が

容
易
で
な
い
正
い
ム
賄
に
於
て
、
こ

ω事
業
を
開
始
す
る
こ
ご
の
困
難
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が
た
め
、

ま

托

目

ら
、
阪
存
内
企
業
に
劃

L
容
易
に
新
ら
た
な
る
競
争
者
が
級
生
1
得
な
い
閥
係
に
あ
る
。
不
定
期
船
事
業
に
比
隣

し

τ、
定
期
帥
州
事
業
を
観
察
す
る
ご
.
後
者
は
、

夏
に
、
そ
の
巨
額
山
資
本
が
、

か
、
る
紋
腿
に
ゐ
る
も
山
吉
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

-
旦
闘
定
的
に
投
下
せ
ら
れ
た
後
は
、

こ
れ
を
岡
政
す
る
守
』
ピ
の
殆
ど
不
能
な

る
も
の
・
例
へ
ば
.
織
議
事
業

ω如
き
に
ゐ
つ
て
は
、
そ
れ
の
企
業
危
険
は
甚
江
大
き
い
か
ら
、
こ
の
一
鈷
に
於

τ



も
亦
競
筆
者
の
品
目
生
が
自
然
的
に
抑
制
せ
ら
る
、
の
関
係
に
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
種

ω交
通
事
業
に
ゐ
っ
て

は
、
銃
存
の
企
業
が
、
常
該
交
通
路
に
於
げ
る
交
通
需
要
に
油
脂
す
る
所
の
交
通
雌
労
務
を
提
供
し
て
居
る
限

h

は
U

換
言
せ
ば
、
乗
客
ま
た
は
荷
主
に
卦

Lτ
不
満
足
を
奥
へ
な
い
限
h
は、

こ
れ
に
封
ず
る
競
守
者
の
費
生

は
、
自
ら
抑
制
せ
ら
る
、
こ
記
、
な
る
。
従
っ
て
、

ニ
の
事
情

ω縦
〈
問
弘
、
他
よ
'
り
牽
制
せ
ら
る
、
こ
己
な
き

肱
百
業
方
針
の
下
に
、
嘗
核
企
業
者
は
、
澗
立
の
運
賃
政
策
を
行
ム
ニ
己
が
出
来
る
。
故
仁
、
舗
道
の
如
き
交
通
事

業
は
、
，
』
の
勲
仁
於

τ、
自
然
的
調
占
の
性
質
を
も
つ
も
の
正
見
倣
さ
れ
て
居
る
。

併
し
乍
ら
、
定
期
船
事
業
に
於
て
は
勿
論

ωこ
Z
、
錨
道
事
業
に
於
て
も
、
上
述
の
如
き
事
情
に
よ
b
て
成
立

す
る
所
の
獅
占
は
‘
右
に
迎
ぺ
た
る
が
如
〈
、
常
該
企
業
に
於

τ、
そ
の
交
通
踏
に
於
け
る
交
通
需
要
に
通
路
す

る
に
足
る
所
の
交
通
拙
常
務
を
提
供
し
居
る
じ
よ
b
τ
の
み
維
持
せ
ら
る
、
も
の
で
ゐ
る
。
若
L
.
そ
の
交
池
路
仁

於
付
品
交
通
街
喪
が
増
加
す
る
に
拘
ら
守
、
-
】
れ
仁
通
醐
脚

f
る
の
交
辿
労
務
を
提
供
せ
歩
、
常
該
企
業
の
設
備
が

こ
れ
に
謝
し
て
趨
合
を
失
す
る
こ
吉
、
な
る
な
ら
ば
‘
賞
質
的
に
見
れ
ば
、
そ
の
蓮
貨
が
不
嘗
に
一
一
両
〈
な
ち
た
る

ぜ
同
線
の
一
』
正
、
な
b
・
1
7
量
的
に
見
れ
ば
・
需
裂
が
供
給
に
超
過
す
る
4
言
、
な

h
、
こ
の
超
過
需
要
が
新
ら

た
な
る
交
通
企
業
の
畿
生
を
誘
起
E
る
こ
正
、
な
る
で
め
ら

F

フ
。
そ
し
て
安
遁
需
要
者
た
る
乗
寝
泊
γ
荷
主
の
既
存

企
業
に
封
す
る
不
満
足
が
、
こ
の
新
ら
た
な
る
交
通
企
業

ω成
立
を
助
付
、
そ
の
事
業
の
成
功
を
容
易
な
ら
し
む

る
こ
古
、
な
る
。

説

苑

交
組
事
業
に
於
帥
り
る
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説

苑
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十
八
巻
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O

第
五
貌

ヒ
岡

か
〈
て
、
同
一
交
通
路
に
於
て
、
若
し
く
は
、
こ
れ
ご
併
行
す
る
通
路
に
於
て
、
或
は
然
ら
宇
芭
も
、
同
じ
二

つ
の
地
鮎
セ
結
合
す
る
路
線
に
於
て
、
新
ら
た
に
交
通
企
業
が
畿
生
す
る
一
-
正
、
な
る
な
ら
ば
、
舵
存
企
業
の
保

布

L
居
日
る
獅
占
的
地
位
は
、
そ
れ
に
よ
h
て
打
破
せ
ら
る
、
こ
正
、
な
り
、

-
』
、
に
競
守
開
係
が
畿
生
す
る
こ

己
、
な
る
。

-t: 

巨
額
り
資
本
営
制
定
す
る
川
ゆ
交
通
事
業
に
ゐ
つ
て
は
、
そ
の
五
綴
り
資
本
は
、
概
ね
通
路
り
姥
設
設
び
に
そ

の
通
路
に
於
げ
る
得
意
附
係
の
開
拓
三
そ
の
恒
常
的
維
持

ωた
め

ω投
下
に
必
要
t
せ
ら
る
、
も
の
で
め
る
。
従

っ
て
か
、
る
交
通
事
業
は
概
ね
特
定
の
通
路
に
於
て
事
業
を
粧
品
百
す
る
所
の
も
り
で
ゐ
る
。
故
に
、

ニ
れ
に
ゐ
hJ

τは
、
従
来
は
全
〈
競
害
関
係
に
於
て
謝
立
し
て
居
な
か
っ
た
所
山
一
附
似
の
企
業
が
、
そ
川
各
ー
の
修
業
地
域
の

M

醐
張
若
し
く
は
縦
替
線
路
の
延
長

ω結
川
本
ピ
し
1
.
次
第
仁
、
競
晶
子
関
係
を
生
?
る
に
至
る
こ
ご
が
あ
る
。

例
へ
ば
、
餓
道
事
業
の
如
き
に
ゐ
つ
て
は
.
最
初
、
そ
の
経
待
匝
城
山
大
き
〈
な
か
っ
た
乙
き
は
、
管
業
線
路

が
相
互
に
大
な
る
悶
隔
を
有
す
る
た
め
、
ま
た
は
そ
の
方
向
が
平
行
し
て
居
な
い
た
め
に
、

二
つ
の
企
業
の
閲
に

何
等

ω競
守
岡
係
が
ぶ
在
し
な
か
っ
た
の
に
、
後
弐
第
に
錐
方
正
も
、
そ
の
級
管
隠
域
が
櫛
張
L
・
線
路
ゆ
延
長

す
る
に
従

ο.
大
き
な
地
域
ぷ
亘
っ
て
槻
袋
す
れ
ば
、
結
局
.
同
一

ω交
通
目
的
を
達
せ
し
む
る
所

ω競
軍
総
正

な
る
こ

E
が
ゐ
る
。



夏
に
、
海
洋
正
の
聯
絡
を
も
っ
所
の
鍬
滋
に
あ
っ
て
は
、
内
部
地
方
に
於
付
る
交
通
網
の
後
遠
の
結
果

t
L

1
・
直
角
の
方
向
に
分
れ
て
居
て
も
・
共
に
海
岸
に
出
づ
る
こ
正
、
な
b
た
る
こ
つ
の
線
路
、

ま
た
は
正
反
謝
の

方
向
に
分
れ
て
居

τも
h

結
局
い
づ
れ
も
舟
岸
に
出
づ
る
こ
、
正
な
h
た
る
ニ
つ
の
線
路
は
、
般
論
山
貨
物
に
つ

い
て
は
・
競
争
闘
係
に
立
ウ
こ
正
、
な
る
じ
至
る

ω例
弘
、
珍
ら
し
〈
は
な
い
1

所
で
ゐ
る
。

或
は
、
大
都
曾
の
附
近
に
多
数
に
散
在
す
る
遊
民
地
右

L
〈
は
娯
楽
地
に
至
る
多
数
白
電
気
鍛
造
企
業

ω如
き

は
、
そ
の
剣
途
地
貼
は
M
f
i
問
先
る
も
の
で
の
る
け
れ
ど
も
・

日
限
若
し
く
は
、
そ

ω仙
の
休
日
に
於
げ
る
、
都
市

住
民
の
郊
外
遊
民
娯
楽
の
目
的
を
迩
せ
し
む
る
駄
に
於

τは
、
同
一

ω
交
通
目
的
を
逮
せ

L
U
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
か
、
る
乗
客
的
吸
取
に
つ
い
て
は
、
相
互
に
競
争
附
係
に
あ
る
も

ω
ご
い
ふ
ニ
ピ
が
出
来
る
o
大
阪
を
中
心

ご
す
る
各
郊
外
電
車
の
如
き
は
・
こ
の
通
例
で
あ
る
。

真
に
郊
外
住
宅
地
の
供
給
・
帥
も
定
期
乗
客
山
吸
収
「
い
つ
い
て
も
、
大
都
曾
を
中
心
己
し

τ、
そ
り
四
周
に
放

射
す
る
所

ω電
気
儲
道
企
業
は
・
右
ピ
同
様
に
相
瓦
競
争
り
聞
係
に
ゐ
る
。
何
正
な
れ
ば
、
大
都
曾
に
判
事
を
有

す
る
人
に
し

τ郊
外
に
佳
宅
を
求
む
る
も
り
は
、
特
別

ω地
方
的
噌
好
な
き
限
b
、
市
内
交
通
機
闘
の
畿
達
し
た

る
場
合
に
於

τは

い
づ
れ
山
郊
外
地
に
出
づ
る
も
住
居
上
大
な
る
差
支
ゐ
る
こ
Z
な
〈
、
こ
れ
を
決
す
る
も
の

同
大
多
数
の
人
じ
正

h
τ
、
生
活
費

ω
1
1通
勤

ω交
通
費
を
合
む
所

ω一
|
|
問
題
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
花
、
大
都
曾
に
嚇
到
す
る
魚
類
野
菜
等
的
供
給
地
が
↓
一
つ
以
上
ゐ
る
場
令
じ
は
、
そ

ω需
要
拙
た
る
大
都
曾
に

設

手包

交
誼
事
業
に
於
貯
る
髄
争

第
二
十
八
番

ヒ

第
五
都

4二

五



詑

苑

交
品
事
業
に
於
け
る
鶴
争

弟
二
十
λ
巻

七
三
二

第
五
腕

七
~，、

聯
絡
す
る
鍬
道
相
瓦

ω
聞
に
も
、
併
行
線
路
で
な
(
ご
も
、
右
ご
同
様
に
、

手一

ω魚
類
野
菜
等
の
総
迭
に
つ
い
て

競
守
が
起
・
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
都
市
は
い
づ
れ
の
供
給
地
よ
h
こ
れ
金
仰
向
、
も
賞
質
的
仁
差
異
ゐ
る
こ
己

な
〈
、
こ
れ
を
決
定
す
る
所

ω
も
の
は
、
結
局
、
運
賃
を
包
合
す
品
所
の
そ
の
供
給
代
舗
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

1¥ 

餓
道
事
業
や
定
期
船
事
業
に
於
り
る
が
如
〈
、
特
定
の
通
路
に
於
て
替
業
を
な
し
、

そ
の
時
地
設
維
持
の
た
め

仁
‘
若
し
〈
は
・

そ
の
通
路
に
於
け
る
得
意
閲
係

ω
開
拓
己
恒
術
的
維
持
的
た
め
仁
、

E
観
的
資
本
を
悶
定
的
に

投
下
す
る
の
必
要
ゐ
る
交
通
事
業
に
於
て
、
右
に
越
ぷ
る
が
如
主
事
情
に
よ
b
て
、
競
吊
引
が
起
る
正
き
は
、
そ
は

特
定
の
相
手
方
じ
向
ふ
べ
き
乗
客
貨
物
を
奪
取
せ
ん
こ
正
を
目
的
正
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
・
不
特
定
の
相
手
方

を
古
唱
す
る
一
般
的
競
守

ω場
合
正
義
b
、
そ
の
競
領
は
頗
る
激
烈
ご
な
b
、
戦
闘
的
性
質
を
椅
よ
る
こ
正
、
な
h

易
い
。
換
高
ず
れ
ば
・
相
手
方
を
倒
苫
宇
ば
自
ら
倒
る
、
の
外
な
き
に
よ
b
、
ゐ
ら
ゆ
る
競
争
手
段
を
周
ゐ

τ、

相
手
方
を
倒
古
ん
古
す
る
の
競
守
ピ
な
る

ω
可
能
が
め
る
o

こ
の
鮎
に
於
L
、
岡

ι〈
交
通
事
業

ω
競
守
正
い
つ

て
も
、
震
に
叶
地
べ
た
る
所
の
、
資
本
を
悶
定
す
る
・
』
正
少
く
、
且
っ
そ
の
資
本
を
健
現
す
る
も

ωが
交
泌
機
闘
で

め
る
さ
岡
崎
に
何
時
に
で
も
責
却
し
得
る
所

ω商
品
た
る
性
質
を
も
っ
や
う
な
交
通
機
関
に
よ
る
交
通
事
業
の
競

9-
正
甚
に
越
を
同
時
に
す
る
も
り
で
あ
る
。

殊
に
、

E
額
の
資
本
を
交
泌
機
闘
や
交
通
路
に
投
下
し
居
る
所
の
交
通
事
業
に
ゐ

b
て
は
、
競
争
が
如
何
に
白



己
に
不
利
な
れ
ば
ご
て
、

そ
の
投
下
資
本
を
岡
牧
す
る
こ
ご
は
不
可
協
で
ゐ
る
ご
共
に
、
縦
び
恒
〈
凪
官
業
を
休
止

す
る
も
、
そ
の
交
通
機
関
や
交
通
路

ω類
朽
を
防
ぎ
・
そ
り
能
率
を
維
持
す
る
が
た
め
に

E
級
の
経
消
費
を
要
す

る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
投
下
資
本
山
擁
護
の
た
め
、
若
し
く
は
そ
の
世
間
夫
を
な
る
吋
〈
少
な
か
ら

L
む
る
犯

め
、
不
本
意
な
が
ら
も
・

こ
の
不
利
な
る
競
争
の
下
に
踏
み
止
ま
る
の
外
は
な
い
。
競
手
が
如
何
に
不
利
な
れ
ば

」己

J
L
.

ぞ
れ
が
、
資
本
を
喪
失
す
る
か
、
若
し
〈
は
、
然
ら
4
y
t
も
事
業
休
止
の
た
め
に
探
検
す
る
所
の
損
失
以

上
に
出
づ
る
に
あ
ら
ゴ
れ
ば
、
競
母

ω渦
中
よ
h
脱
退
す
る
こ
ご
が
不
能
な
る
の
事
情

ω下
に
泣
か
る
、
.
』
己
、

な
る
G

約
言
唱
れ
ば
、
腕
領
よ
り
脱
退
す
る
の
自
由
を
も
た
な
い
も
の
で
ゐ
品
。
放
に
}
の
闘
係
よ
り

L
て
も
競

争
は
自
ら
激
烈

t
な
ら
古
る
を
得
な
い
。

か
(
の
刻
一
き
競
守
が
、
蓮
貸

ω引
下
げ
・
ま
た
は
・
設
備

ω改
良
の
い
づ
れ
に
よ
り
て
行
は
る
、
に

し
て
も
・
こ
れ
に
よ
り

τ乗
客
貨
物
を
奪
取
せ
ら
れ
た
る
も
の
は
、
巨
大
の
損
失
を
蒙
る
こ
己
、
な
る
は
勿
論
の

か
〈
て
、

己
正
、
一
旅
客
貨
物
を
相
手
方
よ
b
奪
取
し
た
る
も
の
ご
い
っ
て
も
、
そ
の
輪
迭
す
る
所
の
数
量
の
増
加
に
比
ぺ

τ、
ニ
れ
を
奪
取
す
る
が
た
め
じ
引
下
げ
た
る
誕
賃
の
割
合
.
若
し
〈
は
設
備
改
良
の
た
め
に
投

ιた
る
費
用
の

割
合
が
、
或
程
度
生
超
ゆ
る
ご
き
は
、
替
業
会
館
ご
し
て
、
や
は
り
、
損
失
を
蒙
る
こ
ご
、
な
る
。
且
っ
か
、
る

場
合
に
於
て
、
奪
取
者
ご
い
っ
て
も
、
相
手
方
が
競
守
を
厳
め
な
い
限
、
り
は
、
自
分
も
亦
、
こ
れ
を
厳
む
る
こ
JE

が
出
家
A
Y
、
若
し
自
分

ω方
よ
り
競
争
を
廓
む
る
な
ら
ば
、
勝
敗
直
ち
に
そ
の
地
位
を
異
に
す
る
こ
正
、
な
る
。

故
に
、
引
下
げ
ら
れ
た
る
運
貨
、
悲
し
〈
は
・
設
備
故
艮
の
た
め
に
投
下
せ
ら
れ
た
る
経
費
が
、
融
官
業
的
牧
支
金

詑

苑

定
調
事
業
に
於
吋
る
競
争

拍
車
二
十
λ
を

t 

第
五
根

七
七



言4

正月h

究
組
事
業
に
於
け
る
競
争

第
二
十
八
巻

ヒ

凶

第
五
腕

七
ノ可、

般
の
計
算
に
於
て
損
失
を
結
果
す
る
限
ち
は
、
奪
取
者
が
必
す
し
も
競
争
の
最
後
の
勝
利
者
を
意
味
す
る
も
の
で

は
な
い
。
競
争
の
最
後
の
勝
敗
は
、
競
守
仁
よ
り
て
蒙
る
所
の
煩
失
の
経
度
正
、
企
業
資
カ
叫
大
吉
正
の
闘
係
に

そ
の
競
争
に
永
〈
耐
え
得
る
力
の
如
何
に
よ
h
て
定
ま
る
の
で
あ
る
。

於

τ、

カ.

巨
額

ω資
本
を
闘
定
す
る
を
要
す
る
所
の
交
泌
事
業
に
於
り
る
競
守
は
、
右
に
越
よ
る
が
如
〈
、
戦
闘
的
競
守

ご
な
り
易
く
、
そ
し
て
一
日
そ
れ
が
戦
闘
的
激
烈
を
加
へ
た
る
以
上
は
競
需
者
鎚
方
に
ピ
ち

τ積
極
的
仁
損
失

を
累
加
す
る
こ
正
、
な
る
は
明
か
で
ゐ
る
。
放
に
.
如
何
仁
無
謀

ω企
卒
採
で
あ
っ
て
も
.
か
、
る
競
舗
を
氷
く

継
仙
加
す
る
こ
古
は
出
来
T
、
結
局
は
、
健
方

ω妥
協
貼
を
見
出
し
、
競
争
行
動
を
同
時
に
燐
む
る
こ
正
、
な
る
。

企
業
家
は
、
何
ご
し
て
も
、
損
盆

ω打
算

ω上
に
山
み
事
業
を
祭
む
も

ωで
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

hr
〈
て
、
尖
協
に
よ
り
て
競
争
が
厳
止
せ
ら
れ
た
る
ご
き
は
、
ま
た
新
ら
た
な
る
競
争
者
が
出
現
せ

F
る
限

h
ノ
‘
妥
協
し
た
る
企
業
者
は
、
使
方
心
協
議
に
よ
り
て
な
る
所
の
替
業
政
策
を
採
用

f
る
こ
ご
が
出
来
る
。
こ

ω

管
業
政
策
は
、
妥
協
者
僻
見
方
じ
ご
っ

τは
、
い
づ
れ
も
相
手
方

ω影
響
の
下
に
承
諾
し
た
る
所
で
あ
る
げ
れ
ど

も
、
そ
れ
以
外
の
も
の
よ
り
何
等
の
影
響
を
受
り
な
い
も
り
で
あ
る
。
故
に
、
彼
等
を
一
健
己
見
た
る
ピ
き
は
、

狐
立
の
政
策
で
あ
る
。
彼
等
は
、
ニ

ω濁
立
的
日
営
業
政
策

ω下
に
事
業
や
笹
む
こ
正
、
な
る
の
で
あ
る
か
ら
・
却

も
獅
占
的
地
位
を
占
む
る
・
』
吉
、
な
る
。

か
(
τ
、
就
守
H
H
遂
に
獅
占
を
鷲
ら

L
、
濁
占
的
暴
利
は
ま
た
、
交
通
拙
労
務
の
供
給
徐
裕
の
ゐ
る
限
h
は
.
競

守
を
誘
入
す
る
こ
と
、
な
る
の
で
あ
る
。


